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【 

七
月
の
行
事
予
定 

】 

◆
「
幹
部
研
修
」
の
ご
案
内 

 

十
五
日
（
木
）
十
九
時
～
二
十
時 

法
人
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー 

戸
田 

栄
造
（
㈱
ダ
イ
エ
ッ
ク
ス
） 

テ
ー
マ
『
天
職
に
一
生
を
捧
げ
よ
』 

＊ 

会
場
は
南
越
谷
一
丁
目
自
治
会
館 

◆
「
清
掃
活
動
」
の
ご
案
内 

三
十
日
（
金
）
六
時
～
七
時 

 

ら
ぽ
ー
れ
周
辺
を
行
い
ま
す 

＊ 

多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

◆
モ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ミ
ナ
ー
（
ら
ぽ
ー
れ
） 

・
二
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

古
河
倫
理
法
人
会 

副
事
務
長 

馬
場 

等
（
バ
バ
サ
ー
ビ
ス
） 

テ
ー
マ
『
出
会
い
に
感
謝
』 

・
九
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

㈳
越
谷
青
年
会
議
所 

理
事
長 

栗
原 

章
人 

テ
ー
マ
『
青
年
会
議
所
と
の
出
会
い
』 

・
十
六
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

戸
田 

栄
造
（
役
職
等
は
前
記
） 

テ
ー
マ
『
や
れ
ば
出
来
る
』 

・
二
十
三
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

 
 

越
谷
市
倫
理
法
人
会 

会
員 

 
 

Ｃ
Ｓ
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ 

 
 

代
表
取
締
役 

増
田 

恭
章 

テ
ー
マ 

『
気
づ
き
と
実
践
』 

＊ 

参
加
の
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 

原田氏 今
回
は
中
村
会
長
に
代
わ
り

原
田
副
会
長
の
挨
拶
で
し
た
。

 会員スピーチ 

飯田氏 

会
員
ス
ピ
ー
チ
で
は
、

飯
田
剛
（
㈲
飯
田
商
会
）

幹
事
が
、「
お
客
様
が
喜
ん

で
く
れ
る
こ
と
が
、
本
当

に
嬉
し
い
。
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
を
長
く
や
ら
せ
て
い

た
だ
き
、
感
謝
で
す
。
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の

ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

同
期
入
学
で
す
。
自
分

を
変
え
よ
う
と
思
っ
て

い
た
こ
ろ
倫
理
と
出
あ

い
、
自
分
が
変
わ
ら
な
け

れ
ば
何
事
も
変
わ
ら
な

い
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
」

と
、
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し

た
。
貴
重
な
体
験
報
告
に

心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。 

岡村氏

人
生
は
即
効
で
す
、
思
い
描

い
た
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

北原氏 

会員スピーチ 

《
六
月
四
日
の
М
Ｓ
》 

倫
理
研
究
所
、
法
人
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ザ
ー
、
岡
村
建
一
氏
（
㈲
岡
村
建
業
）
を
お
招
き
し
、『
企

業
に
元
気
を
職
場
に
笑
い
を
』
を
テ
ー
マ
に
「
誰
に
で
も
で
き

て
、
生
き
て
い
く
の
に
と
て
も
必
要
な
も
の
、
そ
れ
は
笑
顔
で

す
。
物
事
を
明
る
く
受
け
止
め
、
笑
い
を
忘
れ
な
い
こ
と
が
、

少
し
ず
つ
幸
せ
が
歩
み
寄
っ
て
く
る
元
と
な
り
ま
す
。
挨
拶
に

笑
顔
を
添
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
」
そ
し
て
「
世
の
中
は
百
年
に

一
回
の
不
景
気
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
私
は
百
年
に

一
回
の
お
祭
り
を
し
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
大
工

育
成
塾
に
も
頑
張
り
ま
し

た
。
」
等
の
お
話
に
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。
三
日
（
木
）
の

幹
部
研
修
で
も
「
商
売
の
秘

訣
」
を
テ
ー
マ
に
講
話
を
い

た
だ
き
、
本
当
に
感
謝
で
す
。

川原氏 《
五
月
二
十
八
日
の
М
Ｓ
》 

吉
川
・
松
伏
倫
理
法
人
会

幹
事
、
川
原
睦
男
氏
（
㈲
東
景
）
を
講
師
に
お
招
き
し
、『
野

球
こ
そ
わ
が
師
』
を
テ
ー
マ
に
、
「
貧
乏
だ
っ
た
中
学
生
の

頃
に
、
父
親
か
ら
、
母
が
作
っ
て
く
れ
た
梅
干
入
り
の
お
に

ぎ
り
と
、
リ
ン
ゴ
の
差
し
入
れ
が
あ
り
、
本
当
に
嬉
し
く
涙

が
出
る
ほ
ど
有
難
か
っ
た
。
そ
の
後
、
働
き
な
が
ら
学
ぶ
、

お
む
す
び
の
会
と
出
会
い
、
新
し
い
も
の
を
求
め
ま
し
た
。

そ
し
て
「
定
時
制
高
校
で
野
球
を
頑
張
り
東
海
大
学
で
も

準
硬
式
野
球
を
続
け
ま
し
た
。
現
巨
人
監
督
の
原
辰
則
氏
も



             越谷市倫理法人会会報  平成２２年７月１日発行  平成２２年度、第１１号その２ 
  
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

倫理法人会ガイド（乱世をいかに乗り切るか） 

トップが変われば社員が変わり、社員が変われば会社が変わります。 

「世の好況時に自社の不況あり。世の不況時に自社の好況あり」といわれます。昨今の厳しい経営環境の 

中にあって、現状の打破にチャレンジする経営者が集う団体、それが「倫理法人会」です。 

倫理法人会とは何か（その存在意義・活動内容をご紹介いたします） 

 倫理法人会は、社団法人倫理研究所の法人会員組織です。「企業に倫理を、職場に心を」をスローガンに、経

営者が倫理経営を学び、自分が変わることによって、社員が変わり、社風が変わり、自社の繁栄を目指すもので

す。現在、４７の都道府県倫理法人会と６６０の市・区単位の倫理法人会を有し、会員数は５万８千社に上りま

す。 ＊社団法人倫理研究所＝昭和２０年に創立した民間の社会教育団体です。文部科学省を所轄官庁とし、広

く一般の人々を対象に、生涯学習活動として「人として為すべき道」（純粋倫理）を提唱しています。 ＊倫理

経営＝純粋倫理の学習により、自己研鑽・自己革新に励み、企業を活性化させていこうとする経営活動。リーダ

ーとして磨き高めた「人間力」を土台とする。 ＊自分が変わる＝人に変わってほしいと思っても、人を変える

ことはなかなか難しいものです。しかし「真に強い行動」は、周囲に大きな影響を及ぼします。例えば、社内で

定期的に清掃を始めたかったら、まず自分から始める。その率先した行動が、周囲の社員に大きな波及効果をも

たらします。「自分が変わる」とは、劇的に環境を転換させるための礎なのです。（倫理ネットワークより抜粋）

 

《
六
月
十
一
日
の
Ｍ
Ｓ
》 

深
谷
市
倫
理
法
人
会
、

会
長
の
小
池
博
氏
（
㈱
小
池
勝
次
郎
商
店
）
を
講
師
に

お
招
き
し
、
『
純
粋
倫
理
に
惚
れ
ま
し
た
』
を
テ
ー
マ

に
「
物
は
こ
れ
を
生
か
す
人
に
自
然
に
集
ま
る
。
支
払

い
を
手
形
か
ら
、
振
込
み
手
数
料
も
自
社
で
負
担
し
、

月
末
締
め
の
振
込
み
に
変
更
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
か

ら
棚
卸
し
の
実
施
や
売
掛
金
の
回
収
に
努
力
。
盆
暮
れ

勘
定
か
ら
毎
月
の
請
求
書
・
納
品
書
と
併
せ
て
パ
ン
チ

し
た
書
類
と
フ
ァ
イ
ル
の
発
送
と
意
識
改
革
を
図
り
、

お
陰
で
資
金
繰
り
が
良
く
な
っ
た
。
」
ま
た
「
全
て
の

物
に
は
使
命
や
価
値
が
あ
る
。
普
及
も
会
長
の
役
割
も

仕
事
も
同
じ
で
す
。
」
こ
の
こ
と
を
体
感
し
た
そ
う
で

す
。
貴
重
な
体
験
の
講
話
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。 

今
日
の
会
員
ス
ピ
ー
チ
は
、
米
山
学
副
会
長
（
東
南

地
区
長
）
で
す
。
ト
イ
レ
掃
除
に
つ
い
て
「
汚
れ
て
い

な
い
か
ら
、
や
ら
な
い
と
言
い
訳
し
て
い
ま
し
た
が
、

決
め
た
こ
と
は
や
る
。
そ
し
て
楽
し
く
喜
ん
で
や
る
。
」

と
、
こ
れ
か
ら
の
実
践
の
決
意
を
話
さ
れ
ま
し
た
。 

小池氏

米山 氏 

会員スピーチ 

 

《
六
月
十
八
日
の
Ｍ
Ｓ
》
埼
玉
中
小
企
業
家
同
友
会

の
会
員
で
株
式
会
社
ア
ド
バ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
代
表
取

締
役
、
永
島
信
之
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、
『
社
長
が

変
わ
れ
ば
会
社
は
変
わ
る
』
を
テ
ー
マ
に
「
自
分
か
ら

変
わ
ら
な
い
と
社
員
が
変
わ
ら
な
い
。
①
行
動
を
オ
ー

プ
ン
に
し
た
②
毎
日
メ
ル
マ
ガ
を
配
信
し
た
③
朝
は

誰
よ
り
も
早
く
出
社
し
た
④
事
務
所
の
ト
イ
レ
掃
除
、

担
当
は
社
長
⑤
禁
煙
⑥
家
族
・
両
親
を
大
切
に
す
る 

⑦
贅
沢
を
し
な
い
。
生
活
レ
ベ
ル
を
上
げ
な
い
。
⑧
家

族
を
巻
き
込
ん
で
付
き
合
い
を
始
め
た
⑨
自
分
の
給

料
を
オ
ー
プ
ン
に
し
た
⑩
遊
ぶ
・
休
む
時
は
正
直
に
言

う
」、
そ
し
て
会
社
挙
げ
て
の
取
り
組
み
と
し
て
、「
①

グ
ル
ー
プ
制
の
導
入
②
全
員
の
誕
生
日
会
の
ス
タ
ー

ト
③
心
の
勉
強
に
力
を
入
れ
る
④
人
事
評
価
シ
ー
ト

の
導
入
⑤
社
内
委
員
会
を
ス
タ
ー
ト
。
ま
た
、
夢
合
宿

の
実
施
。
」
最
後
に
「
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
学
校
を
開

校
し
、
貧
し
い
国
に
図
書
館
を
寄
付
し
ま
す
。
」
と
夢

を
語
り
、
感
動
の
体
験
報
告
に
心
か
ら
深
謝
で
す
。 

永島氏 

４０社４６名の参加者 
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